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令和３年度 熊本市歯科医師会第３回学術講演会のご案内 

「健康長寿に繋がる口腔健康とは ～常在細菌叢のバランスに注目します～」 

 

時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、この度、大阪歯科大学細菌学講座の主任教授である沖永敏則先生をお招きし、下記日程にて講

演会を行います。 

最近になってコロナウイルス感染も落ち着いてきましたが、新たなオミクロン株による第６波も心配

されるところです。本講演会では、すでに実践されている日々の感染症対策についても情報を改めてア

ップデートしていただきます。 

また、口腔常在細菌叢の改善について、現在取り組まれている研究や健康長寿への関わりなど、今後

の展望を解説していただきます。明日からの臨床に何かしらのヒントが得られる講演会になると思いま

す。 

大変興味深い内容ですので、スタッフの皆様も是非ご一緒にご聴講ください。 

 

参加の際はＦＡＸにて申し込み後、当日は日歯研修カードをお持ちください。 

なお、新型コロナウイルス感染再拡大の際には講演会延期としますが、その場合はＦＡＸに

てご連絡いたします。また、当日は必ずマスクをご持参下さい。 

 

記 

 

日 時 ： 令和４年２月２６日（土） １５：００～１８：００ 

場 所 ： 熊本県歯科医師会館 ３階市会議室（予定） 

講 師 ： 大阪歯科大学 細菌学講座 主任教授 沖永敏則 先生 

                                                

ＦＡＸ申込書 申し込み締め切り日：令和４年２月２１日（月） 

熊本市歯科医師会事務局行（学術委員会）ＦＡＸ：３４４－９７７８ 

 

歯科医院名                    

 

会員氏名                   歯科医師（    ）名、スタッフ（    ）名 

 



【抄録】 

新型コロナウイルスのパンデミックは、世界中の人々の健康のみならず社会経済にまで大きな影響を

及ぼしました。2020年 4月の緊急事態宣言から、社会の枠組みが根本的に変わってしまったと思います。

今回の講演では、まず初めに新型コロナウイルス SARS-CoV2 について、ウイルスの構造、感染メカニズ

ム、感染経路、変異株等について改めて解説します。また、ワクチンや開発されている治療薬等について

もお伝えします。今後、新たな微生物感染症のパンデミックがいつ起こるかもしれません。感染症対策に

ついて、あらためて見直していきたいと思います。 

さて、超高齢者社会を迎えている日本では、平均寿命が延びる一方で、健康寿命との差が開いているの

が現状です。シニア世代の健康を支えるべく、健康長寿を達成する様々な取り組みが求められています。

大阪歯科大学細菌学講座では、全身健康へ大きな役割を担う口腔健康を維持・改善していく試みの 1 つ

として、口腔常在細菌叢の改善をテーマに研究展開しています。口腔では、約 700種類の細菌が、舌、歯

そして歯周組織といった複雑な口腔内環境のもと、口腔細菌フローラ（細菌叢）を形成していると考えら

れます。歯周病原細菌などの全身疾患への関連については、学会や論文等で様々報告されています。しか

し、口腔常在細菌叢については、腸内細菌叢の研究と比較してまだまだ未知の部分が多く、周術期や介護

現場など口腔ケアの重要性が見直されているなかで、関連について解明が急がれています。 

そこで、本講演では、口腔病原細菌の口腔疾患や全身疾患への影響について最新の論文情報に加え、次

世代シーケンサー解析により明らかになってきた口腔細菌叢の動態、「菌を整える」ことへの取り組みに

ついて解説します。常在細菌叢の自己修復を促し多様性をあげることが、長期的な口腔健康の回復に役

立つ可能性も考えられています。皆様が学生時代に勉強した遠い記憶の細菌学と思いますが、できるだ

け簡便にお伝えしながら、実際の臨床サンプルにおける口腔細菌叢の変動に加えて、健康長寿への関わ

りなど今後の展望についてお話ししたいと思います。 

 

【講師略歴】 

2002 年 九州歯科大学 卒業 

2003 年 臨床研修歯科医（九州歯科大学 第 1 口腔外科講座）修了 

2007 年 九州歯科大学大学院歯学研究科博士課程（感染分子生物学専攻）修了 

2007～2009 年 アメリカ オクラホマ大学歯学部 Health Sciences Center  

2010 年 九州歯科大学 感染分子生物学分野（旧：口腔細菌学講座）助教 

2015 年 九州歯科大学 感染分子生物学分野 講師 

2018 年 大阪歯科大学 細菌学講座 主任教授 （現在に至る） 

 

【著書】 

⚫ 沖永敏則. 共著．口腔微生物学・免疫学 第５版「口腔細菌叢」．医歯薬出版  

⚫ 井上博雅，沖永敏則．共著．Microbiology 微生物学. 「Chapter 6 化学療法」．クインテッセンス出版  

⚫ 西原達次，沖永敏則，有吉渉．共著．口腔の病気と全身の健康「口腔内細菌による病気」． 

学校法人福岡歯科学園 福岡歯科大学発行 

⚫ 沖永敏則, 西原達次．共著．日本歯科評論. 文献と臨床の橋わたし 歯周炎におけるマクロファージの機能

の多様性 「第 2 回 マクロファージにおける炎症応答でのインフラマソームの役割」．ヒョーロン出版  

⚫ 沖永敏則, 西原達次．共著. 日本歯科評論別冊 舌診のすすめ「舌苔形成の細菌学的背景」． 

ヒョーロン出版   

⚫ 有吉渉, 沖永敏則, 西原達次. 共著. 月刊糖尿病 Vol.2. No.13「歯周病が関連する疾患 4：感染症」． 

医学出版 


